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 4 年ぶりの歌声集会を行いました。学芸会が終わってから、子どもたちの歌声が教室や音楽室、体育

館から聞こえるようになりました。歌うことが当たり前でなくなった３年間を取り戻すかのように，み

んなで歌う喜びをかみしめながらステージに立つことができました。７日（火）当日、100 人以上の保

護者や祖父母の皆さんが来校し、温かい拍手をたくさんいただきました。google フォームで感想を送

っていただきましたので、いくつか紹介いたします。 

  １日（金） 朝会 防犯教室  

  ４日（月） 心に響く道徳（5 年生） 

  ５日（火） 参観日（４・６年生） 

  ６日（水） 参観日（２・３年生） 

  ７日（木） 参観日（１・５年生） 

  ８日（金） 交通安全街頭指導 

       文化財保護協会出前授業（４年生） 

 １２日（火） 遠隔交流学習（４年生 西脇小） 

１３日（水） 児童会 

１９日（火） 租税教室（６年生） 

２２日（金） ２学期終業式 

２３日（土）～１月１５日 冬季休業 

１２月２９日（金）～１月 3 日（水）学校閉庁日 

校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

季節外れのインフルエンザ流行で、未だ断続的な学級閉鎖措置が続いています。そんな中、無事

に「歌声集会」を開催できました。４年ぶりに本格的な歌練習に取り組んだ子ども達は、各学年の

カラーを発揮しながら､すばらしい歌声を体育館に響かせました。保護者の皆様からも、多くの絶

賛の声が届けられました。４年ぶりの「感動」をみなさんと共有でき、本当に嬉しい限りです。 

歌声集会の「講評」でも触れましたが、歌や音楽には不思議な力があります。心が洗われたり、

明日への活力となったりするなど、人それぞれです。私の場合、子どもの頃からクラシックや洋楽

ロックが好きで、学生時代に特にメンタル面でどれだけ音楽に救われたか計り知れません。「音楽

は人生そのもの」と言ったら大げさかもしれませんが、今は、「札幌コンサートホール Kitara」で

時々行われる世界屈指の交響楽団を鑑賞することが楽しみの一つです。Ｒ４サイモン・ラトル指揮

「ロンドン・フィルハーモニー（イギリス）」､Ｒ５アンドリス・ネルソンス指揮 

「ライプツィヒ・ケヴァンドハウス管弦楽団（ドイツ）」演奏会が開催され、 

２年続けて「ブルックナー」の交響曲を鑑賞する機会に恵まれました。 

ところで、学級を一つの交響楽団に例えるなら､担任は指揮者、子ども達は 

演奏家です。学校生活一日が一つの交響曲だとしたら、授業は一つの楽章に 

あたります。「さぁ、子ども達のそれぞれの音色（個性）をどう生かすか？ 

同時に、作曲者（教材）をどう解釈して演奏（展開）する？ テンポや間のとり方は？ 

メリハリは？ さらには、山場の作り方は？等々・・・」 

一つの授業づくりは演奏に似ているかもしれません。当然、指揮者（授業者）にはカリスマ性や

統率力が求められます。バラバラでは一つの作品としてまとまりません。しかし、指揮者が刀を振

りかざすようでは、演奏家を萎縮させ、艶やかな音色は到底期待できません。私の好きな指揮者 

「クラウディオ・アバド」は、楽団の個性を引き出すこと。言葉だけではなく、指揮する姿そのも

のを通じて演奏を創り上げていくことで有名でした。ですから、指揮棒の振り方だけではなく、表

情を含め､全身を巧みに使う指揮スタイルに広いバリエーションがあります。このことは､教師とし

て各クラスのカラーをいかに生かし伸ばすことができるか。また､授業者として目の前の子どもた

ちのリアクションを感じ取り、いかにアドリブを展開できるかに通ずるものがあります。 

さぁ､今日も、各教室では､いろんな曲がいろんなスタイルで演奏されています。令和５年度も残

り４ヶ月となった今､指揮者と演奏家との間で「あうんの呼吸」が築き上げられ、ちょっとした仕

草（指揮の仕方）で､アレンジできる状態になっていることでしょう。ますます各クラスのカラー

が磨かれ、さらに豊かな音色が響くことを願ってやみません。 

 

 １３日（月）からの一週間、体力づくり

の一環で、体育委員会を中心にした秋の体

力まつりを行いました。内容は、体力テス

ト（反復横跳びや握力など）で、自分の春

の記録と比較しながら測定を行いました。

自分の成長を実感して楽しく運動するこ

とができました。 

【冬休み学習サポート】 

 夏休み同様、冬休みも学習サポートを行

います。生活リズムを崩すことなく、規則

正しい生活をサポートするとともに、児童

が自分で決めた学習の支援をすることがね

らいです。今回も高校生やＣＳの皆様と連

携して実施します。 

 

 日時 令和６年１月 11日(木)・12 日(金) 

 時間 ９：３０～１１：３０ 

 場所 富良野小学校 各教室 

 21 日（火）、サンエーホールにおいて､子ども未

来づくりフォーラムがあり、本校からは 6 年生が

代表として参加しました。「富良野の魅力で観光客

を増やす」「富良野の魅力で人口を増やす」をテー

マに、どのような手立てで実現できるかを端末を

活用して発表しました。全員がステージにのぼり

マイクを通して意見を述べました。総合的な学習

の時間では、課題を見つけ、 

情報を集めて分析し、自分 

なりの考えを明確にし、目 

的に応じて表現することを 

大切にしています。各学年 

のさらなる充実を図ります。 

 

〇ずっと大きな声を出すことができずにいたみんなが元気よく歌って

いる姿を見てとても嬉しかったです。みんなとても良かったです。 

〇子どもたちの真っすぐな歌声から溢れる歌詞が本当に心に響いて、

涙が出そうになりました。 

○素敵な時間をありがとうございました。素敵なハーモニーでした！ 

〇どの学年も気持ちを一つに、素敵な歌声を聴かせてくれて感動しま

した。心が癒されました。 

 


